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会 議 名  令和７年度第１回東松山市社会教育委員会議定例会 

開 催 日 時  令和７年５月２３日（金） 
開 会 １４時００分 

閉 会 １５時１５分 

開 催 場 所  総合会館３階 ３０２会議室 

会 議 次 第  

１ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ 挨拶 

４ 議題 

  （１）役員の選出について 

  （２）令和７年度社会教育講座実施計画について 

  （３）第５６回関東甲信越静社会教育研究大会について 

５ その他 

６ 閉会 

公開・非公開の別 公開 傍 聴 者 数     なし 

非公開の理由 

（非公開の場合） 
 

委員出欠状況 

委員長 金子 恒雄 出席 委 員 神戸 考裕 出席 

副委員長 篠崎 つや子 出席 委 員 鈴木  明 出席 

委 員 池永 和美 出席 委 員 髙橋 明美 出席 

委 員 梅澤 行子 出席 委 員 中嶋  栄 出席 

委 員 大塚  実 出席 委 員 野口 紀子 出席 

委 員 梶野 義明 出席  

事 務 局  

教育長           吉澤 勲 生涯学習部長   田嶋 靖洋 

生涯学習課次長  田島 信子 生涯学習課長   上   敏文 

生涯学習課主幹  岡部 成志 生涯学習課副課長 高坂 靖子 

生涯学習課 

文化芸術推進室長 熊澤 篤司 
生涯学習課主査  地野 政剛 

生涯学習課主任  鈴木 瑞規  



次   第 顛               末 

１ 開会 生涯学習課長 上 敏文 

２ 委嘱状交付 吉澤教育長 

３ 挨拶 吉澤教育長 

金子委員長 

４ 議題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（生涯学習課 上課長） 

東松山市社会教育委員会議規則第２条第２項において、「委員長は、会議を

主宰する。」とされていますので、議事の進行は、金子委員長にお願いいたしま

す。 

 

（議長 金子委員長） 

それではしばらくの間、議長を務めさせていただきますので、ご協力をお願

いいたします。 

議事に入る前に、会議の運営について事務局より説明がありますのでお願い

します。 

 

（事務局 生涯学習課 地野主査） 

事務局より会議の運営について説明 

 ①会議の公開について②傍聴者数について③会議録の署名委員について 

 

（議長 金子委員長） 

説明が終わりました。会議の公開について、何かご意見はございますか。 

 

（委員） 

 異議なし。 

 

（議長 金子委員長） 

 それでは、会議については、原則どおり公開とします。 

傍聴希望者はおりますか。 

 

（事務局 生涯学習課 地野主査） 

 ありません。 

 

（議長 金子委員長） 

次に、会議録の確認・署名についてですが、今回の会議は、大塚委員と髙橋



 

 

 

議題（１） 

役員の選出につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議題（２） 

令和７年度社会

教育講座実施計

画について 

委員にお願いいたします。 

（大塚委員、髙橋委員 了承） 

 

（議長 金子委員長） 

それでは、議事に移ります。 

始めに『議題（１）役員の選出について』事務局より説明をお願いいたします。 

 

＜生涯学習課 地野主査より、『議題（１）役員の選出について』説明＞ 

 

（金子議長） 

 人権施策推進審議会委員については、引続き池永委員にお願いしてよろしい

でしょうか。 

 

（池永委員） 

 私が務めます。 

 

（委員） 

 異議なし。 

 

（金子議長） 

 図書館協議会委員は私が務めます。 

 

（委員） 

 異議なし。 

 

（金子議長） 

 資料にある、人権教育推進協議会の『参加者』とはどういう意味ですか。 

 

（地野主査） 

 人権推進協議会の『委員』というわけではありませんが、協議会を開催する

際に、社会教育委員の中から参加をお願いするものです。当日は司会などでご

協力をしていただくこともあります。 

 

（金子議長） 

 続いて、『議題（２）令和７年度社会教育講座実施計画について』事務局から

説明をお願いします。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜生涯学習課 岡部主幹より、議題（２）『令和 7 年度社会教育講座実施計画

について』説明＞ 

 

（金子議長） 

 今年度２回実施する予定の講座は、それほどのニーズがあるということでし

ょうか。 

 

（岡部主幹） 

 いきいきシルバー講座として実施するスマホ講座などは、ニーズが高いため

２回実施する計画です。また、４～５月に実施済の講座の中で、申込時点で定

員から漏れてしまった方が多いものについては、開催する地区などを考慮し、

追加実施を検討しています。 

 

（神戸委員） 

 推進計画の中に、『小中学校の設備を解放する』という一文があります。セキ

ュリティの問題もあるかと思いますが、今後は小中学校の方が参加しやすいタ

イミングで、小中学校の施設を会場とする講座の拡充を図ると良いかと思いま

す。 

 

（岡部主幹） 

 施設の開放に関する学校との連携は、学校職員の勤務体系などの都合により

難しい部分があるかと感じておりますが、小学校長である梶野委員にも意見を

伺いながら検討してまいります。 

 

（金子議長） 

 ７月２日実施予定の『成長期の食事と健康』の講座は市子連（東松山市子ど

も会育成者連絡協議会の略称）との共催ということでしょうか。 

 

（上課長） 

社会教育講座としても実施することで、子育て世代だけでなく地域全体で食

育について学習する機会の提供を目的とし、共催としたいと考えております。 

 

（篠崎副委員長） 

 いきいきパス・ポイントカードがある場合とない場合の講座への参加率や、 

講座に参加している方の年齢層などを集計を取ることは可能でしょうか。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

第５６回関東甲

信越静社会教育

研究大会につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（岡部主幹） 

 いきいきパス・ポイントカードの発行枚数は集計しています。また、参加者

の年齢層も講座実施後にアンケートを実施していますので、集計可能です。 

 

（金子議長） 

 ５月に第 1 回の定例会を開催するとなると、既にいくつかの講座は実施済と

いうことになります。３月に開催した定例会で次年度の計画を聴いてはいます

が、具体的に実施する講座については、私たちも広報などで知ることになりま

す。定例会で講座の内容などを全て出すのは難しいかと思いますが、その時点

で決まっている情報については教えてほしいです。 

また、4 月に開催する講座の内容については、開催する前に通知などで案内

して欲しいと考えています。以前は個別に社会教育講座の実施案内をもらい、

その中から興味があるものに参加したこともあります。実際に社会教育講座に

参加してみると、参加者としてどのような方がいるか、講座に対する反応はど

うかなど非常に参考になることもありますので、社会教育委員へ講座実施の周

知についてはお願いしたいと思います。 

 

（岡部主幹） 

 後ほど、皆さまにメールアドレスを伺うための通知をお送りいたしますの

で、配信先をご登録いただき、今後は電子メールにて講座のご案内を差し上げ

るようにいたします。 

 

（金子議長） 

 続いて、議題（３）第５６回関東甲信越静社会研究大会について、事務局か

ら説明をお願いします。 

 

＜生涯学習課 地野主査より、『議題（３）第５６回関東甲信越静社会研究大会

について』説明＞ 

 

（金子議長） 

 参加者は３名選出する必要はありますか。 

 

（地野主査） 

 参加申込みの締め切りはまだ先ですので、この場ですぐに選出することが難

しければ事務局で調整させていただければと思います。 

 

 



 

 

（金子議長） 

 では、篠崎委員と梅澤委員に参加をお願いし、もう 1 名は参加できる方がい

れば事務局と調整をお願いします。 

５ その他 令和７年度年間予定について地野主査から説明 

 

（篠崎副委員長） 

 西部地区人権教育実践報告会の参加対象者は、全員となっておりますが、出

席についての案内はあるのでしょうか。 

 

（地野主査） 

 人権教育担当職員に確認し、参加をお願いする場合には改めてご連絡いたし

ます。 

６ 閉会 生涯学習課長 上 敏文 

 
上記会議の顛末を記載した内容について、相違ないことを証します。 

令和７年６月１６日    署名委員  髙橋 明美   

            署名委員  大塚 実    

 


